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一 

 



 

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
人
形
峠
事
業
所
に
お
け
る
新
年
度
（
平
成
四
年
度
）
予
算
に
よ
る
回
収
ウ
ラ
ン
転

換
実
用
化
試
験
は
、
そ
の
科
学
的
性
格
か
ら
し
て
、
在
来
の
「
保
全
協
定
」
の
枠
を
超
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
放
射
能
等
に
よ
る
生
活
環
境
の
汚
染
・
破
壊
に
危
惧
の
念
を
抱
く
周
辺
住
民
＝
岡
山
県
民
は
、
様
々
な
機

会
を
通
じ
て
こ
の
試
験
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
責
任
あ
る
説
明
を
求
め
、
関
係
資
料
の
提
出
を
要
求
す
る
な

ど
、
事
業
の
安
全
性
の
確
認
を
得
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
。
し
か
る
に
同
事
業
所
並
び
に
関
係
官
公
庁
は
、
こ
と

ご
と
く
試
験
内
容
を
秘
匿
す
る
か
の
如
く
、
適
正
な
回
答
を
拒
み
つ
づ
け
て
現
在
に
い
た
り
、
周
辺
住
民
の
危
機

感
を
い
っ
そ
う
昻
ら
せ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
の
際
、
当
該
試
験
の
全
容
に
関
し
て
適
正
な
説
明
を
な
す
こ
と
は
、

地
域
住
民
の
不
安
を
な
く
し
、
生
活
環
境
の
安
全
を
保
障
す
る
上
に
緊
急
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
。 

 
す
る
質
問
主
意
書 

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
人
形
峠
事
業
所
に
お
け
る
回
収
ウ
ラ
ン
転
換
実
用
化
試
験
等
に
関 

三 

 



 

三 

こ
れ
ま
で
再
処
理
ウ
ラ
ン
の
転
換
に
使
用
し
た
Ｃ
Ｔ
Ｆ
―
Ⅱ
の
機
器
の
う
ち
、
解
体
し
た
廃
棄
物
及
び
含
有 

一 

現
行
の
環
境
保
全
協
定
は
、「
天
然
ウ
ラ
ン
系
」
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
管
理
目
標
値
に
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

等
の
人
工
放
射
能
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
協
定
に
津
山
圏
域
十
五
市
町
村
を
代
表
し
、
立
会
人
と
し
て
署
名

し
た
津
山
市
長
は
「
…
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
、
原
型
プ
ラ
ン
ト
で
取
り
扱
う
の
は
核
分
裂
以
前
の
自
然
の
状

態
の
ウ
ラ
ン
…
」
と
、
当
時
の
市
議
会
で
明
言
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
新
計
画
に
基
づ
く
回
収
ウ
ラ
ン
転
換

実
用
化
試
験
は
、
青
森
県
で
す
で
に
「
再
処
理
工
場
の
一
部
」
と
い
わ
れ
る
事
実
に
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
環
境
保

全
協
定
の
改
訂
・
見
直
し
を
必
要
と
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

二 

今
後
、
人
形
峠
事
業
所
へ
の
再
処
理
回
収
ウ
ラ
ン
の
搬
入
計
画
（
年
次
、
月
別
数
量
）
を
明
示
し
、
ま
た
保
管

と
搬
出
計
画
（
年
次
、
月
別
数
量
）
、
加
工
、
使
用
計
画
を
説
明
さ
れ
た
い
。 

従
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

仮
に
、
そ
の
必
要
な
し
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
に
十
分
な
説
明
を
求
め
る
。 

四 
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同
じ
く
再
濃
縮
を
行
っ
た
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
の
カ
ス
ケ
ー
ド
等
の
機
器
に
つ
い
て
も
、
三

と
同
様
の
説
明
を
求
め
る
。 

五 

今
後
、
再
濃
縮
が
計
画
さ
れ
て
い
る
ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン
ト
の
処
理
、
解
体
年
次
と
前
記
三
、
四
と
同

様
の
事
項
に
つ
き
、
予
定
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

六 

回
収
ウ
ラ
ン
の
実
用
化
試
験
の
実
施
に
と
も
な
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
増
設
、
測
定
項
目
及
び
監
視
核

種
の
追
加
予
定
あ
り
や
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
か
か
わ
る
指
針
類
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
詳
細

に
説
明
さ
れ
た
い
。 

七 

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
人
形
峠
事
業
所
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
大
気
中
の
ラ
ド

ン
濃
度
測
定
結
果
に
つ
い
て
、
年
次(

月)

別
、
測
定
点
別
測
定
値
を
明
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
旧
人
形
峠
鉱
山

に
お
け
る
一
九
五
八
年
一
〇
月
以
前
の
坑
道
の
作
業
環
境
、
特
に
、
坑
道
内
の
ラ
ド
ン
濃
度
測
定
結
果
を
明
示 

核
種
の
放
射
線
量
、
線
量
別
数
量
、
保
管
場
所
、
処
分
計
画
等
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

 

六 

さ
れ
た
い
。 

八 

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
人
形
峠
事
業
所
当
局
は
、
一
九
九
一
年
一
一
月
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
原
型
プ
ラ
ン

ト
の
運
転
終
了
を
平
成
十
年
度
と
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
の
同
所
施
設
並
び
に
広
大
な

敷
地
に
つ
い
て
、
如
何
な
る
活
用
計
画
あ
り
や
。 

九 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
、
処
分
計
画
に
つ
い
て
の
、
原
子
力
委
員
会
（
廃
棄
物
対
策
専
門
委
員
会
）

及
び
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
対
策
総
合
計
画
委
員
会
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
対
策
推
進
協
議
会
等
の
審
議
内

容
・
経
過
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


